
ザ状況の遼偉節」の構文
＿盤鶴助謁の形威におげるrのjの役麹＿

レー由バン・クー

o．　はじめに

　園末議で、二つの文を錨ぴっける方法の中には、一方に「こと1」とかrの」をつげ

て、他方の文の中の名謁句の位蟹に取り込曹構文法がある他この場合、rこと」rの」

は、文を名詞化するために周いられる鑑麓議だと考えられるが、蛮形文法では、「穐

文嬢譲」と1呼ぱれているものである面護だ、鑑麓議としての牲櫓は、rこと」に比ぺ

て「の」の方が強い岨換膏す靴ぽ、rの」．がrこと」ほど名謁駒塗性質を鶴えていな

いのである田鋼えぽ、文中の或る稽議を敢りだして、特に他のものと1麗立たせて銀述

する強譲構文（変形文法では、「分裂文」と呼ぱれる構文〕では、「こと1」だげが

rだ」の前ぽ表軌る個井上和予（工鮒轟：2醐や寺村秀夫（工螂：雌）を参照　曲下はその

鋼である侮

（ユ）

（2〕

彼は歩く■こと■の■が好きだ㊥。

彼が好きなのは歩くこと■潅の■だ曲

　従来、上のような「の」による名謁化構文に関する研究は、主に、名謁匂に付く

rが」rを」等が鐘辞に樒闘係を菱わす櫓助謁であるこどを前擬をするものである（

鋼えぱ、上述の井上（1舳）、寺村（且蜘）の他に工藤翼曲美（工鱗）箸）宙ところが、

rの」によって名詞他した文の後にっくrが」ギを」が穐という擬念では押えきれな

いような場舎もある個凌の鋼を見てみよう田

（3）　　ある掌老がr蟻蔓」
と謡っているのを、考古学の本で議んだこと1がある固
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（天声人語、且983－11一王4）

（4）　　すると、その途中で、髪の長い小曜りの男がパイブをくわえて正面か

　　　　ら来るのに出選った自

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松本清張『蔭った族舞3p．170）

（5）　　こちらは、歩き方が早すぎるのではないかと反省しているのを、先方

　　　　は見習って早く歩きたいという

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（天声人藷、19脳一一9－2？）

（6）　　一一九五六年七月二六日夜、ナセルはアレキサンドリアで演説した。こ

　　　　の演説で、彼は「レセッブス」の名を十回も繰り返した。「レセップ

　　　　ス」の名を麹河圃璃化のrゴー」を意蛛する踏号にきめていたのが、

　　　　部下が闘き逃すのが心融で、十圃も口にしたのだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（天声人語、1975一トコ）

　上の（3）におげる「を」や（4）におけるrに」は、基本的には、鵜幼謁だと考える

ことができても、（5）におけるrを」や（δ）におけるrが」は、もはや椿助謁という

綴念では取り扱いきれないだろう（注一）藺碗えぱ、（5）では、主節の述語「Pにし

た」の意味上の補藷はr　rレセッブス」の名を」であり、けっしてr～睡号にきめて

いたのが」ではないと考えられる、っまり、ここで、r（の）が」は、もはや「鈍粋

な」格助詞ではなく、椿幼詞としての意味。機饒が穐薄になり、機誰語としての性絡

が強いrの」と緒合してrのが」といったr撃接続鋤謁」を形威しつつあるど思めれ

る曲なお、（3）（省）の諸鋼でも、（5）（δ）と同様に、主飽の述語に対する檎文上の補藷

と、意味上の穂語とは異る軸すなわち、（3）ではr議んだ」の対簸は下綴部の引用簡

であり、（4）ではr出選った」の対鍾は「髪の長い小腱りの男」であると解される。

　本稿では、藍本的方向として、上のようなr麹味上の箱語」は、鋼えぼ、（4）にお

ける「髪の長い小魍りの努」は、「パイプをくわえて正面から来る髪の長い小魍りの

男」という連体修鐘構造の中の被鱈麓翻が元の構造、佐久間鼎掩にいえぱ、r述定」

の構造における位匿に回きれたものであると考え、。このような性絡の連体節をr状況

の連体節」と呼ぴ、その鶴撤の考察を遜じて、rのキ格幼謁」の接鈍助謁化の邊程を

観察してみたいと思う。
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1．考繁の親点

先ず、状況の逮俸翻の構文を、次のような構文から区別する必要があるΦ

　　　（7）　　冬で、畳の上のストーブの繭に自樺の切ったのを穣謬上げて、二三

本ずつ入れる蟷

（松李清蟹駈水の肌邊P・19）

（8）　　東京鑑塵の数審慶橋をはきんで一方は囲中首椙、一方は威囲社会党委

貞長が町の人に蝉ぴかけるのを闘いた。

（天声人藷、且972一ト2至）

　（7）において、被艦麓翻（以下、「底都」と呼ぶことにする）が、「自簿の」とい

う形で、前ぶれ的に嚢現き飢、「切っ淀」・という連俸麓から（翻分築舎の）鰹定的鱈

麟を受けるのに対して、（3）～（6）では。摩翻が簸俸簡から、伺等の隈定惨麓も受け

ていないのである（KurOda，1975－6，p．95を参照）、

　また、（8）では、主節の述謡r蘭いた」に対して、下鰹翻の従節が、単なる糠文上

ではなく、意陳上も、一っの補藷という役薗を緊たす曲この構文でrを」のような助

謁はrの」に蜜着するのではなく、場含によ？て「こと」と1も繕合する、言わぱ、繍

然たる樒助詞である邊

　もっとも・rの」とl　rこと1」の閥に使いわげがあることはよ一く知られている（0・で

挙げた文織を参照　）邊鋼えぽ、エ藤真由美（工蝸）はごの筒騒をつぎのように譲及し

ている倒動謁は、塞未釣に、①rの」をとるもの、②rこと」をとるもの、③rの」

rこと」の爾1方をとるもの、と犬きく三分類で養る蓼

　⑧、rの」をとるものぽは、r見る、闘く」のような感覚動謁のグループ、とr待

　　　っ、手伝う」のような動作性動謁のグループがある、

　②、rこと1」をとるものには、r懸う、理解する」のような恩考動謁のグルーブ、

　　　r言う、警く、読む」のような侯達動謁のグル了プ、それに、r禽じる、釣爽

　　　する」のような意志動調のグループと、「示す、指携する」のような表示動調

　　　のグループがある㊥
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　③、rの」rこと」の爾方をとるものには、r知る、気付く」のような認知動謁の

　　　グル＿ブと、r喜ぶ、悲し曹」のような態魔動詞のグループがある、

　ただし、伝達動謁の一っである「議曹」は、次の（9）に見られるように、r従麗麓

の動詞が〈警いている〉の場合は、rの」をとる唖」という注が付げられている旬

（9）　　また鑓文欄に蕃山行夫が断蜂の小舎の生活ぷという鐘簸を書いている

　　　　のを議んだ個

　本璃で、（9）においてrこと」が使えないのは、この文がr状親の趨体節」の構文

に属するからだと考える。っ漢り、ここでは「～鐘筆」がr議んだ」の意蝶上の補藷

だと解きれる。

2．　r状況の謹体箇」の位蟹付け

　上のような複点から、「状混の遵体節」の構文と麗連のある構文を次のように位餐

付げること1ができよう邊

＠　「状瀦の遵体欝」の構文は、話し手が「点的な個俸」を「繭的な事鍾jとして

　　認知画伝達したものであると考えられる画

＠　因に、（10）のような、いわゆるr非醍竈」の逮俸鑑麟構文は、議し羊がr面的

　　な婁鍾」を「点飽な個俸」として認知苗伝達したものであると考えられる。

＠　また、（8）のような、いわぱ「構藷としての名謁化構文」は、誘し手が「面的

　　な婁鍾」をそれなりに認知画伝達したものであると考文られる個

＠　そして、r駿定の趨鉢鐘鰯」は、謡し季が「点的な個体」をそれなりに認知曲

　　伝達したものであると考えられる竈

（工O）　　世界の大勢から圏かくしきれた国民は、やがて無譲な駿争にひきずり

　　　　こまれる何

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（天声人藷、且976，審、p．18コ）
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3．　「扶況の逮俸箇」の意蝶餉な特鐵

　r状況の逮体節」は、底翻が主飽に展闘きれる駿、その臭鉢的背景や場面・状況を

表わすものである、いわぱ、底部を構文駒に位蟹付げるのである曲そのせいか、指示

表現rその」は底部の前に表われにくい。鋼えぱ、

珪　（1王）　彼女がそのれ・のちぶという泰を霧いているgを議んだ。（笹2）

　（玉2）　彼女が奮いているそのれ・のちぷという本を譲んだ邊

　（王2）では、rその」は、いわぱ議嚢的に「匿いのちぶという本」を位謹付ける鶴慧

を持っと考えられるが、（ヱ亘）では、この語嚢鉤な位蟹付けに、状況の璽艦勧による、

言わぱ、構文的な位蟹付けが重なって、不鐘椿な文を生じているだろうと、謹われる。

4．　r状況の遵体節」の分類

　この種の麹俸麓を、底部との関係、っまり、底趨の状況をどのように表わすかによ

って、「内在状親の鐘俸節」と「勉照状瀦の鐘体節」と1、犬慧く二分類できる個そし

て．前藷を、きらにr内容表出の遵体鰯」とl　r現場献掘の鰹体鐘」と分けておこう蟷

4，1内密表出の遼俸勘

　この場舎、塵翻は，一つの引周節である。麹体節の遠藷動謁は、或るr表出桂」の

動作を菱わし、この動作の錨果として遼趨の表わす内蓉が生まれる面換書すれぱ、題

体飽の遼議動調と底翻との闇にr表胱蹴内密」という一掻の表嚢閲係があるのである固

ここで、或る内密が、或る人によって、或る奥俸的な表現形武で、或る媒介鞠を遇し

て、表出きれる何従って、趨体節の逮藷動謁は「繕果残存」の性貿を示すのが普通で

ある画そして、主節の述語は、この緒果。内蓉に踏する、・文の圭語の受蓉のあり方や

受げ止め方を表わすものである、「内蓉表出の麹俸節」の碗として（3）の飽に（五3〕（1

4）も参照きれたい、
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（ヱ3）　外圃人には分かりにくい所があるとしても、審目野理事長が「すぺて、

　　　　あるがままの本物の婆を見てもらいたい」と藷っているのに賛成だ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（天声人藷、王985－6－12）

（且4）　同じ白蕾にrたとえぱ仙合、拭囲；松山の番帝では近ごろ犬翻市圏か

らの転入老が急遼に増えている」とあるのが酒自かった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（同上、王9？2一トエ8）

　上の二鋼では、「麓威だjと1r圃白かった」の魅簸になるのは、それぞれ、下鐵都

の引馬鐵の表わす内蓉であると解きれる。なお、．次の（I5）も見てみよう。

（15）　こうした蝕・遠いほ、今年一月の申蟹櫻首相訪韓の際にも表れ、韓園

　　　　鰯が「蘭米韓三鈎安保協力に舎意」と伝えたのを属本政府は最後まで

　　　　否定し饒けた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（靭1ヨ、ヱ9欄一王1－13。靭）

　ここで、否定きれ織けたのは「臼米韓三亀安保鶴力に合意｛が威立した）」という

内蓉であるが、もし「の」の代りに、「こと」を使えぱ、否琵書れ繍げたのは「韓禺

鰯が．．．伝えた」という婁態全俸であると鱗駅できる曲

4，1．工　晶調転化のrという」

　内蓉表出の麹体麓に対応する装定の形は次のような鑑文として表れるものと、愚われ

る、（3）と（13）を、それぞれ、（五6）と（17）と1比ぺてみよう、ここでいう装定どはr名

謁句を形作るような語句の観弼（junct｛㎝）」のことであり、そうでない方の醒弼を

「述定」（nexus）と1いう。（三上章翫目本議の構文遇p．珊3を参照）

（16）

（17）

雷は消えるが竃士山頂の土は夏も凍っている、と1いう誘を本紙文化縄

で議んだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（天声人語、1972－9－11）

「政治賓任が塙鋤に機麓しない場合には権カを説用しがちだ」（杉原
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泰嬢）という説に嚢錯遣）嚢滅だ、

（同上、脳2ヰ15）

　（3）（13）では、引用節のr作老」が具体的に、表わきれているのに対して、（16）（玉

7）では、それが普遜は錨鍾化する画この抽鍾化はr議っている」のような動爾に一般

性をもたらし、発話恒思考蛙の名詞、r話」r説」等へ、言わぱ、転化きせるという

投麹を榮たす岨この晶詞一上の転化は、鰺鱗麗係上の転鎮を生じ、その名残として「と

いう」を残すと＝、思われる苗rという」が、発謡何懸考性の名謁に必要なゆえんである曲

因に、井上（豆蝸1235）は、（1竈）のようなr岡鵜名謁匂」の内容欝の一特性として、岡

椿名謁句では、その内蓉飽だばの塾実性を否定する文が威＝立することを挙げて、下の

（18）は下綴で示した内蓉節が婁実ではないと述ぺているので、擬皆したことが葵実で

ないと言っているわげではないと1指摘している個この指摘を念頭において、（工5）の鋼

を再魔見られたい画

（18）　　冒本選手が参施しなかったとの報皆はまちがっていた。

4．I．2．形式化の「という」

　上のような装定の形と1しての掘鍾化だけではなく、述定の形と1しての描鍾化もある曲

鋼えぱ、

（豆9）　現在の鰯度は医節と麗藷を卑しくしている、というのが持譲だった田

（天声人藷、lW9、夏、p，m5）

　この場合、内蓉表出の趨体節の動詞は「（と1）いう」まで極度に形武化するが、

この形式化のrどいう」は、上述の、晶謁転化のrという」と、歓妙に遼うように懸

える臼　蔚老は形武化きれてはいるが、逮体節の遮麓という機麓を失っていないのに

対して、後老は、この鑑鶴を轄たず、単に引用節と名詞をっなぐ役国を桑たす要素に

変ったのである曲この事は、後老が「との」や「といった」と蟹き換えできるが、前

老・は出来ないという現二藪にも騨る画
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4．2．現場状況の塑体薗

　この種類の遵体節は、Kuroda，S．一Y（i975－6）では、PivoHndependen七　Re1ati舵

Clauseとして　研究きれている何岡謹文で、その威立の条件として爾飽の闇に、

　　（a）　同瞭性（Si鮒亘ヒanei亡y）

　　（b）　同一場所生起（Co一閥iti㎝al）

　　（c）密接な藷用譲酌関係（P・a騨t三cDi・ect虚e工aセionshiP）

と1いった鯉釈が必要であると1いう胎1e蝸ncy　C㎝dition　が捜嚢きれている。具俸酌

には、次のような鋼が挙げられている曲

（20）　太郎は花子が（茎昨周）リンゴを皿の上に置いたのを取って．．．

（2亘）　太郎は花子が膝蘭リンゴを皿の上に謹いておいだのを取って．．．

（22）　太郎は花子が襲いかかってきた■茎滋々訪ねてきたのをねじ伏せた。

　現場状撮の逮体籔の場合、鋼えぱ、（22）で意味上、rねじ伏せた」の端格舗議は

「花子（が）」であり、「花子が襲いかかって慧たのを」ではないにもかかわらず、

「岡跨牲」や「岡一場所生麺」といった潔駅が要求きれる点で、（8）のような、感覚

動詞の構文に類蝕している性椿を示すと、融っれる（注3）。これが、こ貌から考察する

対照状況の遵体騎と橿本的に違うところである曲

4．3。　対照状況の違鉢麓

　この種類の遵俸節の特撤として、主節と麓舎して底蔀の状麗の変遷や中止を表わす

こと1が挙げられよう画鋼は、（5）（5）のほかに、次の（23）も見てみよう倒

　（23）　娘は夏休みが艇るまで屠る予定だ㌦たのが、急に甥蘭東京に行くこ

　　　　とになった㊥

‡　（2毫）　娘は、先月から寮に層たのが、覇目から屠なくなる。
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4，3，1　麺照状況の遵俸櫛にっくrの」の構文上の性櫓

　現場獣況の連体節と内蓉表出の逮俸節にっくrのjは、「が」rを」の外に、rに」

「へ」も取ることができるが、対照状瀦の遵体飽にっ＜rの」は、rが」rを」しか

取ることがで慧ないようだ、（壌）と（13）はrに」が使われる鋼で、下の（蝸）はrへ」

が使われる鋼である。

（25）　おきしは閥の子鉛が蠕るのへ桑って．、。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（糧鉗tin，Sa馳e1厘．（1蝸）より借踊）

　この構文的な蛙樒は、内在状況の麹俸欝と、主鐘との閥に、一種のr繊舎牲」や

「連錨性jがあるのと遠って、勉照獣況の連俸翻と圭欝との簡に、］種のr変務牲」

や「中止性」がある、という意味上の特鐵と、蜜接な関係があるらしい。ここで、

rが」とrを」の、渡迦案漉に言えぱ、r強展叙笹」も注冒に億し1よう、

4．3．2．　　rが」rを」の接繍跡謁化

　対照獣況の憩俸麓にっくrが」とrを」は、もはや、格跡謁ではなくなりつつある咀

同跨に、この現鐘に呼応して、底翻も、麹体蘭から駿れて文の圭麗化をするか、前文

脈にしか現れなくなるか、または、完＝全に「無膨化」するか、といった頓陶が強い。

（26）　台計特残出生率は、瑠和25年には3．65塞　だったのが、40牢2，14，50

　　　　年1．91と1下がり鶴け、56年はどん底の玉．7通に何

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（翻蘭、工蝸一g－22，翻、ρ。コ）

（2フ）　ハレー彗星がひと固りしてくる闘に，挫の申はずいぶん変わった。

　　　　なかでも字窟科学の進援はめざましい田前回の接近蒔には地上から望

　　　　遠鐘をのぞくほかなかったのが、こんどは直接、無人探養鑑をと1ぱし

　　　　て観灘しようという計函が進んでいる苗、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（天声入語、1981一工2－29）
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（2凸）　今までの気象学は肝あらしの気鍾掌2だったが、ほかに近年は駁静穏

　　　　の気鍾挙2が必嚢になってきた、という話がある曲今までは暴愚爾を

　　　　響蔵していれぼよかったのが、近字、譲穏な目にも災害がおこる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岡上、1972－11－13）

　上の諸碗における底都は、（26）では遼俸鐘から鰹れて文の主魑化をし、（27）では、

前文賑にしか現靴なく、そして（28）では、完全にr無形化」していると考えられる曲

この三鋼で、「のが」は　錬然たる接鏡駒謁の性質を鶴えるようになったと、思われる。

つまり、「の」によって名謁化して椿鋤調を従えた対照状況の遵体麓は、接鏡節化す

る邊程の終りにあるのである個「状祝の謹体麓の携文」は、ここで、複文構遺に騒接

近すると言えよう血逆に、内容表出の連体範は、主飽の述藷が名謁である場舎、後繍

する「の」が、次のように、夫だに主麗化できるので、「の」によって名謁化して椿

助謁を従えたr状況の遵体艶」の接縞麓化の邊穫の始まりにあると言えよう唖

（2s）　学校では非行や暴力騒ぎはまったくなかった。r儘じられない」と1学

　　　I校の関係藷がいっているのは、正直な気持なのだろう、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（同上、197s、夏逗、p．79）

4．3．3．　rが」を取る対照獣拐の題体節と、rを」を取る麺照状拐の遵体鐵との福違

　rの」によって名詞化した対照獣濁の麹俸鐘は、rが」を取るのもrを」を敢るの

も、文全体の表現から見れぽ、一種の「付潜状況威分」のような鑑麓を持つと考えら

れるが、二つの場合の閥に、述藷動謁のアスペクトに関して、櫓違が見られる圃rの

が」の前には騒然掘の述語のみが麗れ縄るのに対し・て、rのを」の前には既然椙の述

謡も、夫然摺の遼議も現れ響る、rが」を取る対照状混の連体節は、r元来」と冒き

れる醇点における鞠蕪の状慈、を表わし、その跨点からみての、鞠事の蛮化ぷりを浮慧

彫りにする役翻を果たす。

（30）　本葉ならその晩も、一泊の予莚で豊犠へ出嚢するはずだったのが、急

　　　　に予定が変更きれて早く帰宅したのである画
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（属泰権理作家鶴会鰯置ち主っと1殺人を適）

　そして、選俸麓の逮藷が、名詞にr淀」カ峠ポいだものである場合、r外亀のはずが

真ん中へ」のような表現が生じてくると、融っれる曲（寺村（1982：且99）を参照）、

　一方、rを」を敢る蛸黒状拐の趨俸箇は、既矯摺の場合、鞠蕪のそれまでの状慈が

中止きれ、反対の状慈、が輸められることをあらわし、または、夫熱相の場合、或る婁

柄が葵現の寸前に鯉止きれることを表わす曲換言すれぱ、未然福の場合、圭飾の逮議

動謁は、「否定含意述藷（ne騨亡iVe　i麗州Cぬ蝸prediCate）」の一趨である。なぜか

というと、主飽が肯定の爵に選体節が偽であり、主鐵が否定の酵に遵体節が真である

ことを前援とするもの淀と考えられるからである個（井上（19？6：脂3）を参照）曲

（31）　二がそれを手嬢に写しとろうとするのを、じれったそうに羊をふって、

　　　　「いいんだよ、それは持ってお行慧。こっちにゃ佳所の撞えはあるか

　　　　　ら」　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　（同上）

4．4・棲繍助謁化要繁rを」を敢る他の表現

　上のような「を」の麓味的な特鐵はrところを」等の表現の中でも見られる回鋼え

ぱ、

（32）　　寿司を食ぺながらウイスキーを飲んでいたところを、襲われたのであ

　　　　った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（同上）

（33）　　二月一目、仙台碗内で鶴上駐率申を盤まれたものである画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松本箔襲駅氷の肌ぷ）

（34）　内務缶公安相ミシェル聰アイクペ犬灘は、二十員夜、クルク大統擾夫

　　　　人との密会現場を見っかり、射殺きれた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（天声人語、1975－6－23）

また、次のrそれが」とrそこを」の中のrが」とrを」も、義本的には、それぞ
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机、上述のr元来牲」とr魍止性」とレ・っ芯意味特性を持っと考えられる画（事村（1

978：18）を参照）、

（35）　本銑家庭欄によると、20年前、蘭本人のほぽ半数は夜豆0蒔前には

　　　　床についたという画それが最近はヱO蒔前に寝る人は遵人にユ人にな

　　　　った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（天声人藷、1930－1－8）

（36）　　r．．．，あなたのために米翠に俵額はできませんよ」

　　　　　（中轄）

　　　　rそこをなんと1か．．．」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（駅ちょっと毅人を当）

5．．「状況の趨俸麹」に付＜「の」の名謁鮭

　「こと1」に蟹き換え得るr稽議としての名謁化携文」におけるrの」と、「内在状

混の謹俸箇（内蓉表出の連俸麓と、現場状況の謹体麓）につくrの」と、r対照状況

の逮体麓」につく「の」を、それぞれ、「の1」、「の2」、「の3」と1すれぽ、

rの」の名謁性は、rの玉」〉rの鴛」〉rの3」という願で額少すると言えよう。

そして、通常、鐘鏡助謁ときれるrのに」やrので」におげるrの」は、こう蒐れぱ、

名謁性の極度に減ったrの魂」に当ると言えよう曲

6．　r状況の謹体節の構文」に対応するペトナム語での表現

　ペトナム藷では、英語と同様に、賢本謡の翼場状況の麹俸麹を畷憲鰺鏡鰯で表現す

るしか鮎、が、興味深いことに、対照獣況の題俸麓の構文を訳する騒、比較や対照の

意味を表すのを本務と1する嗣舳冊と椙反の意味を表す岡1争i儒を用いる曲飼えぼ、（5

　　　　　　　　　　　　　　　　　■）を訳してみれぽ、次のようになる曲σ冶y，拙　拓㎎　吋V鉦，CもPhる〕6i酋i崎

・♂・麗㍉…釧・・6・眺，山飾・冶i，・♂・ち・，中1孕i・6t・・6・…6昭1・，

馳♂n椚nh釧h　M叱なお、内密表出の逮俸勘を訳する場舎は、（16）のような対応する

機文で賄うのである苗従って、碗えぽ、（15〕におげるr韓国鰯が．．．目本政腐は最後
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　，　　＾　　　’．　　o　　　　　、　　　　　、
まで否定し鮒た」を認してみると、Chi・h加躍畔b・・㎞ぬ・㎎画1舳譲1

1。。。・島［髄〕。3。帥f．Hふ。‘♂い。㎞。鉦［という〕前ざ・る碕1・サ1砧…晦

べ一・人　　■㌧　コ　＾＾〆、Ψe　vi？c博p七ac　p㎞ng竜hu　ba　b釧渕嘩亡誰y　Hanというようになるだろう。もし

r．．．伝えたことを．．、」を使えぱ、その訳は。。急。。。こ閥。1亡。1。品岳、如

・i！。鰯り‘。・晶。ゐ・1・。。由鞭抽が伝えた1必1と1缶・6唾ペ

　　　ワ　　　八
S一）　t㎞aセhu舳＿一というふうになるだろう藺

7、　まとめ

　以上をまとめると、次のようになる個

　「の」で名調化して樒助謁を従えた「状況の趨体鐵」は、次の頗で、接繍麓化する

と考えられる。

　　　　内蓉表出の連体薗磯現場状況の遵俸節購対照状拐の箆体騎

〔注】

1）（4）のような構文を研究するものに、KurOd6（19禍一6）がある。

2）鋼文の頭に付した塞はその文が非文法的であることを示す。

コ）坪本篤馴1脳）参照

〔参考文糠〕

舞止和子（19フ6）r変形文法と日本議曲上　2　犬鱈鐘書店

北原保麓（19幽）駅B本藷文法の無点2教育出頗
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隅here　Re1ati　ve　C　l　auses，　煕o観ina，　C1auses　and　Adverbia1　C－auses　圏eeヒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　Case　Study　fro麗　JaPanese

Le　Van　Cu

　　　　互n　JaPaneSe　　亡he　re1a亡iVe　COnS亡ruC克i0躰S　　Play　　an　　i麗βOr亡ant　rO　i　e　in　the

for蟹a　t　ion　　o　f　　co麗P1ex　　seハtences．　玉n　　o　rd　i　na　ry　　re－a七i　ve　construc　t　ions，　土he

relatiVeClauSeSPreC亀dethebaSe，bu七in　re1ぬVeCOnStmCセiOΩSt0舳Ch

留ereferas冊AdΨerbia1闇o麗ina1izi㎎Cons亡mc亡ions冊，and1n洲ch　the

relati陥c1舳sesfouo留亡heb棚（or，P鮒畑s鮒ea㏄凹ra亡e1y，・re・esto・ed

亡o　the　闇exus　for魑　）　and　are　no麗ina1ized　by　閨O，　セhe　re　lative　c－auses　　hav建　　a

tendency　七〇　aPProach，　in　so麗e　圏easure，　adverbial　c1auses，

　　　　Th．P。。。。。t。。。鮒。h。。t。。d。。b。。。。。亡i。。。㎝th。。d。。。bl．1ity．f亡h。。。

帰．C．，潔hicいnc！ude舳榊切pes：冊C㎝亡釦セs一晦欄si㎎R．C．牌，冊1鰯ediate

C　i　rcu麗stantia－　R．C．冊　and　　冊Con亡rasセive’C　i　rcu麗stan亡ia1　距．C．用

　　　　Thefirst亡抑竈c㎝セainsas亡heba鍋．noセano㎜Phrasebut3qmtation，

thesecond亡ypeis襯haセKuroda．S－Y．（1975－6）ca1ls　冊pivoHn畑酬den亡

ReiativeC1欄ボ，釧d伽e伽rd　t脳跳Pres㈱a駝釧i㎎曲icいsqui亡e

oPPos　i亡e　to　that　of　亡he　鰯aim　c亘ause．

　　　　Throu冨h　走he　ana　I　ys　i　s　of　exa鰯P　l　es　co　l1ecをed　f『o麗　ne留sPape『s，　　essays　　and

nove1s，　i　t　is　veri　f　ied　th8t　　there　is　a　hierachy　of　　adv㊧rbi　a1i亡y　　so駿eth責ng

1ike　セhe　fo1丘o留in9．　in　ヒhe　do麗ain　oξ　R．C．　no騒ina　l　i　zed　by・HO　and　f◎11o曹ed　　by

a　case一蟻arkin9．

Contenセs一匡xPres……in9　配．C．

1魍ediぬq1rcu鴎tanヒia1M．

Contrast…Ψe　C　i　rcu騒s亡a皿セi　a　i　R．C．

ト…
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